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両
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戦
間
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―
―
女
性
、
戦
争
、
植
民
地 

澤
田
直

本
書
は
、
二
〇
二
四
年
七
月
二
十
、
二
十
一
日
に
日
仏
会
館
で
行
わ
れ
た
創
立
百
周
年
記
念
の
日
仏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
両
大
戦
間

期
フ
ラ
ン
ス
の
表
象
―
―
女
性
、
戦
争
、
植
民
地
」
の
記
録
論
集
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
と
背
景
を
簡
単
に
記
す
こ
と
に
し
た
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
端

日
仏
会
館
が
設
立
さ
れ
た
一
九
二
四
年
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
も
軌
道
に
乗
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
活
気
が
戻
っ
て
き
た
時

期
で
あ
る
。
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
誕
生
し
た
年
で
も
あ
り
、
前
衛
芸
術
が
展
開
し
た
時
代

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、「
狂
乱
の
時
代
」
と
も
呼
ば
れ
る
一
九
二
〇
年
代
は
、
ア
ー
ル
デ
コ
や
優
美
な
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
、
す
で
に
多
く
の
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
三
〇
年
代
も
、
世
界
恐
慌
こ
そ
起

こ
っ
た
も
の
の
、
文
学
、
美
術
、
音
楽
、
服
飾
の
分
野
で
多
く
の
傑
作
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る

ま
で
の
い
わ
ゆ
る
両
大
戦
間
期
は
全
体
と
し
て
た
い
へ
ん
華
や
か
な
印
象
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
相
応
の
暗
い
側
面
や
知
ら
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れ
ざ
る
側
面
も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
面
を
浮
き
彫
り
に
し
、
こ
の
時
代
に
少
し
異
な
る
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
と
考
え

た
私
は
、
以
前
に
一
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
二
〇
一
六
年
十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日

に
わ
た
っ
て
日
仏
会
館
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、「
芸
術
照
応
の
魅
惑
Ⅱ
　
両
大
戦
間
期
の
パ
リ
―
―
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
、
黒
人
芸
術
、
大
衆
文
化
」
で
あ
る
。
高
級
文
化
の
影
に
隠
れ
が
ち
な
大
衆
文
化
に
焦
点
を
当
て
、
写
真
、
縁
日
、
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
を
取
り
上
げ
た
ほ
か
、
一
九
三
一
年
に
パ
リ
で
行
わ
れ
た
国
際
植
民
地
博
覧
会
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
関
係
、
さ
ら
に
は
カ
ー

ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
黒
人
芸
術
論
や
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
イ
カ
ー
現
象
な
ど
の
黒
人
文
化
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
つ
い

て
各
界
の
専
門
家
の
方
に
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。
記
録
論
集
は
『
異
貌
の
パ
リ
　1919-1939

―
―
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
黒
人
芸

術
、
大
衆
文
化
』
と
し
て
水
声
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
当
時
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
関
し
て
な
に
が
し
か
の
光
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
が
、
映
画
に
つ

い
て
言
及
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
そ
の
続
篇
を
企
画
す
る
に
あ
た
っ
て
野
崎
歓
さ
ん
に
全
面
的

に
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
当
時
の
重
要
な
娯
楽
で
あ
り
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
映
画
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
た
。
ま
た
、

前
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
う
少
し
掘
り
下
げ
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
っ
た
の
が
、
戦
争
の
問
題
、
さ
ら
に
は
当
時
の
女
性
た
ち
の
活

躍
ぶ
り
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
芸
術
や
文
化
を
担
っ
た
女
性
た
ち
に
光
を
あ
て
る
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
に
あ
る
戦
争
と
植
民
地
に

つ
い
て
も
取
り
上
げ
よ
う
と
い
う
少
し
欲
張
り
な
構
想
が
ま
と
ま
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
に
は
「
女
性
」
が
含
ま
れ
る
が
、
狭
義
の
女
性

に
留
ま
ら
ず
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
も
射
程
に
収
め
ら
れ
る
。

近
年
、
こ
の
時
代
の
女
性
芸
術
家
た
ち
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
二
〇
二
二
年
に
パ
リ
の
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術

館
で
行
わ
れ
た
展
覧
会
「
先
駆
者
た
ち
―
―
狂
乱
の
時
代
の
パ
リ
の
女
性
芸
術
家）

1
（

」
や
二
〇
二
三
年
に
モ
ン
マ
ル
ト
ル
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
女
性
形）

2
（

？
」
展
、
さ
ら
に
そ
れ
に
先
立
つ
一
九
九
八
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
の

新
し
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
女
性
写
真
家
　
一
九
二
〇
―
一
九
四
〇
」
な
ど
か
ら
も
窺
え
る）

3
（

。
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女
性
た
ち
の
フ
ラ
ン
ス

一
九
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
女
性
芸
術
家
と
言
え
ば
、
ソ
ニ
ア
・
ド
ロ
ー
ネ
ー
、
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン

サ
ン
、
キ
キ
・
ド
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
、
タ
マ
ラ
・
ド
・
レ
ン
ピ
ッ
カ
な
ど
が
す
ぐ
さ
ま
思
い
つ
く
だ
ろ
う
し
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

関
係
で
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
・
ユ
ゴ
ー
、
英
国
出
身
の
レ
オ
ノ
ー
ラ
・
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
、
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
レ
メ
デ
ィ
オ
ス
・

バ
ロ
な
ど
の
名
前
も
浮
か
ぶ
。

今
回
の
論
集
の
テ
ー
マ
で
あ
る
植
民
地
と
の
関
係
で
は
、
ア
フ
リ
カ
を
描
い
た
ア
ン
ナ
・
カ
ン
コ
ー）

4
（

や
ア
ジ
ア
に
題
材
を
取
っ
た

マ
リ
ー
゠
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
ブ
ヤ
ー
ル
゠
ド
ゥ
ヴ
ェ
な
ど
も
紹
介
さ
れ
る
べ
き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
ろ
う）

5
（

。
二
人
の
作
品
を
単
な
る

エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
の
結
果
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
、
深
い
共
感
の
表
れ
と
見
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
も
あ
る
が
、

研
究
対
象
と
し
て
魅
力
的
な
芸
術
家
が
目
白
押
し
な
の
は
、
当
時
の
状
況
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

女
性
芸
術
家
た
ち
の
活
躍
の
背
景
に
は
、
一
九
三
〇
年
に
マ
リ
ー
゠
ア
ン
ヌ
・
カ
マ
ッ
ク
ス
゠
ゾ
エ
ガ
ー
ら
が
設
立
し
た
現
代
女

性
芸
術
家
協
会
に
よ
る
定
期
的
な
展
覧
会
と
い
う
体
制
の
確
立
も
あ
る
。
ま
た
、
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
一
九
三
七
年
二

月
に
ジ
ュ
・
ド
・
ポ
ー
ム
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
女
性
芸
術
家
た
ち
の
作
品
の
み
を
集
め
た
展
覧
会
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
五

カ
国
か
ら
百
人
以
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
五
五
〇
ほ
ど
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
の
展
覧
会
は
、
女
性
芸
術
家
た
ち
の
躍
進
を
如
実

に
表
す
例
だ）

6
（

。

こ
の
時
代
に
女
性
芸
術
家
が
数
多
く
輩
出
し
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
一
九
一
四
年
か
ら
一
八
年
ま
で
続
い
た
第
一
次
世
界
大
戦

は
人
類
史
上
未
曾
有
の
戦
争
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
゠
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
を
主
力
と
す
る
同
盟
国
と
、
フ
ラ
ン
ス
・

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
シ
ア
な
ど
の
連
合
国
が
死
闘
を
繰
り
広
げ
、
英
仏
の
植
民
地
の
人
び
と
も
動
員
さ
れ
、
文
字
通
り
世
界
を
巻
き
込
ん

だ
初
め
て
の
戦
争
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
航
空
機
、
毒
ガ
ス
、
戦
車
、
機
関
銃
、
潜
水
艦
と
い
っ
た
最
新
の
軍
事
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
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に
よ
る
大
量
殺
戮
の
場
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
戦
闘
員
の
み
な
ら
ず
、
民
間
人
を
含
む
多
く
の
戦
死
者
や
負
傷
者
が
出
た
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
戦
没
者
が
約
一
七
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
。
当
時
の
人
口
が
約
三
九
六
〇
万
人
と
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
影
響
に
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
続
く
時
代
の
女
性
進
出
に
は
こ
の
大
戦
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
、
男
た
ち
は
青
年
壮
年
を
問
わ
ず
前
線
に
駆
り
出
さ
れ
、
経
済
・
社
会
活
動
の
多
く
が
女
性
た
ち
に

よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
女
性
た
ち
の
服
装
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
。
こ
れ
こ
そ
コ
コ
・
シ
ャ
ネ
ル
に
よ

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
革
命
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
た
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
一
九
二
〇

年
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
芸
術
、
文
学
、
道
徳
、
モ
ー
ド
、
生
活
様
式
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
そ
れ
ま
で
抑
圧
さ
れ
て
き
た
女
性
の

力
が
噴
き
出
し
た
。
芸
術
の
例
は
後
に
見
る
が
、
そ
れ
以
外
の
分
野
で
は
、
た
と
え
ば
女
性
飛
行
士
の
活
躍
が
あ
る
。
ア
ド
リ
エ
ン

ヌ
・
ボ
ー
ラ
ン
は
、
一
九
一
九
年
に
コ
ー
ド
ロ
ン
飛
行
学
校
で
訓
練
を
受
け
た
後
、
一
九
二
〇
年
八
月
、
女
性
と
し
て
は
二
人
目
と

な
る
ド
ー
バ
ー
海
峡
横
断
飛
行
を
行
っ
た
後
、
一
九
二
一
年
四
月
に
は
、
旧
式
の
軍
用
複
葉
偵
察
機
コ
ー
ド
ロ
ン
Ｇ
３
で
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
メ
ン
ド
ー
サ
か
ら
チ
リ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
ま
で
三
時
間
十
五
分
か
け
て
飛
行
、
標
高
四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
を

越
え
た
最
初
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
と
い
う
快
挙
を
果
た
し
た
。

こ
の
よ
う
な
女
性
進
出
の
状
況
を
象
徴
す
る
の
が
、
伝
統
的
な
生
き
方
の
み
な
ら
ず
、
従
来
の
性
愛
規
範
に
も
抵
抗
し
、
新
し

い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
胆
に
提
示
し
た
「
ギ
ャ
ル
ソ
ン
ヌ
（garçonne

）」
と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
だ
。
ギ
ャ
ル
ソ
ン
ヌ
と
は

garçon

（
少
年
）
の
女
性
形
。
既
存
の
社
会
規
範
や
倫
理
観
に
囚
わ
れ
ず
に
行
動
す
る
女
性
は
十
九
世
紀
に
も
存
在
し
た
し
、
す
で

に
女
性
作
家
コ
レ
ッ
ト
が
『
さ
す
ら
い
の
女
』
や
『
シ
ェ
リ
』
で
社
会
通
念
に
抗
し
て
自
由
に
振
る
舞
う
女
性
た
ち
を
描
い
て
い
た）

7
（

。

そ
れ
が
一
大
社
会
現
象
に
な
る
の
が
一
九
二
〇
年
代
で
あ
る
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
二
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
ヴ
ィ
ク

ト
ル
・
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
の
手
に
よ
る
そ
の
名
も
『
ギ
ャ
ル
ソ
ン
ヌ
』
と
い
う
一
世
を
風
靡
し
た
小
説
。
ギ
ャ
ル
ソ
ン
ヌ
は
解
放
さ
れ

た
女
性
の
代
名
詞
と
な
る
。
外
観
か
ら
言
え
ば
、
膝
丈
の
短
い
ス
カ
ー
ト
や
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
の
ボ
ブ
カ
ッ
ト
、
濃
い
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
、

と
き
に
は
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
男
装
も
取
り
入
れ
、
生
活
様
式
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ズ
や
、
飲
酒
、
喫
煙
、
ド
ラ
イ
ブ
、
水
浴
を
楽
し
み
、
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自
由
な
性
交
渉
、
と
き
に
同
性
愛
に
ひ
た
る
女
性
た
ち）

8
（

、
端
的
に
言
え
ば
、
伝
統
的
に
女
性
に
求
め
ら
れ
て
き
た
社
会
的
・
性
的
規

範
に
抗
っ
た
女
性
た
ち
を
示
す
。
そ
の
影
響
力
に
は
た
い
へ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
風
潮
が
、
思
春
期
の
シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
後
に
自
殺
す
る
親
友
の
ザ
ザ
こ
と
エ
リ
ザ
ベ
ト
・
ラ
コ
ワ
ン
が
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
で
撮
っ
た
写
真
（
一
九
二
八

年
）
が
あ
る
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
の
妹
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
も
右
端
の
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
女
性
の
服
装
で
は
な
く
、
ギ
ャ

ル
ソ
ン
ヌ
の
装
い
だ
。
戦
後
、
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
理
論
書
『
第
二
の
性
』（
一
九
四
九

年
）
を
発
表
す
る
が
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
自
律
し
た
女
性
や
同
性
愛
の
女
性
に
関
す
る
記
述
は
一
九
二
〇
年
代
の
社
会
状
況
を
抜

き
に
し
て
は
十
全
に
は
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

選
挙
権
も
持
た
ず
、
法
律
的
に
は
あ
い
か
わ
ら
ず
家
父
長
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
十
九
世
紀
と
は
異
な
る
精
神
が
女
性

た
ち
を
導
い
て
い
た
。
ま
た
、
多
く
の
外
国
人
女
性
も
、
女
の
都
パ
リ
を
目
指
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
グ
レ
タ
・
シ
ラ
ー
監
督

の
映
画
『
パ
リ
は
女
』（
一
九
九
六
年
）
が
描
く
と
お
り
だ）

9
（

。
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
ス
タ
イ
ン
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
フ
ラ
ナ
ー
、
ナ
タ
リ

ー
・
バ
ー
ニ
ー
、
ジ
ュ
ー
ナ
・
バ
ー
ン
ズ
、
ナ
ン
シ
ー
・
キ
ュ
ナ
ー
ド
ら
が
闊
歩
す
る
左
岸
で
は
何
か
が
確
実
に
変
わ
り
つ
つ
あ
っ

た
。植

民
地
と
黒
人
世
界

こ
の
時
代
、
植
民
地
と
の
関
わ
り
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
一
九
三
一
年
に
パ
リ
で
行
わ
れ
た
国
際
植
民

地
博
覧
会
で
あ
る
が
、『
ヴ
ュ
（V

ue

）』
な
ど
の
グ
ラ
ビ
ア
雑
誌
も
、
植
民
地
特
集
を
組
み
、
そ
の
情
景
は
写
真
に
よ
っ
て
一
般
人

に
と
っ
て
も
身
近
な
も
の
に
な
っ
た
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
、
植
民
地
か
ら
も
多
く
の
人
員
が
徴
発
さ
れ
、
そ
の
数
は
兵

士
・
労
働
者
あ
わ
せ
て
六
十
万
人
以
上
と
言
わ
れ
る）

10
（

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
投
入
さ
れ
た
セ
ネ
ガ
ル
兵
を
は
じ
め
と
す
る
ブ
ラ
ッ
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ク
・
ア
フ
リ
カ
各
地
出
身
の
黒
人
兵
の
数
は
十
八
万
人
に
の
ぼ
る）

11
（

。
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
は
な
く
、
カ
リ
ブ
海
か
ら
も
多
く
の
人
が
動

員
さ
れ
、
戦
後
は
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
も
多
く
が
住
み
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
二
三
年
に
出
版
さ
れ
た
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
の
作
家

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ン
フ
ィ
ア
ン
の
小
説
『
ブ
ロ
メ
街
の
舞
踏
会）

12
（

』
は
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
動
員
兵
あ
が
り
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
人
を

主
人
公
に
し
て
い
る
。
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
地
区
の
ブ
ロ
メ
通
り
三
三
番
地
に
一
九
二
四
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
「
バ
ル
・

ネ
ー
グ
ル
」
は
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
イ
カ
ー
、
モ
ー
リ
ス
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
、
ミ
ス
タ
ン
ゲ
ッ
ツ
と
い
っ
た
シ
ョ
ー
ビ
ズ
関
係
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
人
、
藤
田
嗣
治
や
コ
ク
ト
ー
ら
の
流
行
児
が
通
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
、
絵
の
題
材
と
も
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
フ
ィ
ア
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
白
人
芸
術
家
の
文
脈
で
語
ら
れ
て
き
た
バ
ル
・
ネ
ー
グ
ル

を
、
十
分
な
恩
賞
も
も
ら
え
ず
、
パ
リ
で
工
員
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
元
兵
隊
の
黒
人
の
視
線
か
ら
語
り
直
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
見
ら
れ
る
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
黒
人
が
主
体
と
な
り
、
そ
の
視
点
か
ら
、
ビ
ギ
ン
の
聖
地
と
も
言
う
べ
き
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
の

神
話
的
世
界
が
描
か
れ
る
点
で
興
味
深
い
。

パ
リ
に
や
っ
て
き
た
植
民
地
か
ら
の
若
者
の
な
か
に
は
文
学
的
野
心
を
持
つ
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
象
徴
的
な
出
来
事
と

し
て
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
出
身
の
ル
ネ
・
マ
ラ
ン
が
一
九
二
一
年
に
『
バ
ト
ゥ
ア
ラ
　
真
の
黒
人
小
説
』
で
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う）

13
（

。
中
央
ア
フ
リ
カ
の
自
然
と
現
地
民
の
暮
ら
し
や
心
理
を
描
く
こ
の
小
説
は
フ
ラ
ン

ス
語
に
よ
る
黒
人
文
学
の
先
駆
的
作
品
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
一
九
二
〇
年
代
初
め
に
フ
ラ
ン
ス
を
席
巻
し
た
黒
人
愛
好

（négrophilie

）
の
現
象
が
あ
る
こ
と
は
、
本
人
が
序
文
で
述
べ
て
い
る
と
お
り
だ
。『
異
貌
の
パ
リ
　1919-1939

―
―
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
、
黒
人
芸
術
、
大
衆
文
化
』
で
は
、
黒
人
礼
賛
現
象
の
な
か
で
美
術
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
を
見
た
が
、
文
学
を
取
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
こ
の
分
野
に
も
触
れ
る
こ
と
に
し
た
。

以
下
、
収
録
論
文
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
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黒
人
世
界
・
植
民
地
・
戦
争

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
た
の
は
黒
人
に
よ
る
文
学
、
黒
人
表
象
に
関
わ
る
テ
ク
ス
ト
、
植
民
地
や
戦
争
と
の
関
わ
り
に
よ
る
美

術
の
変
容
を
扱
う
三
つ
の
論
考
で
あ
る
。

ド
ミ
ニ
ク
・
ベ
ル
テ
の
「『
黒
人
世
界
評
論
』
と
『
正
当
防
衛
』
―
―
意
識
を
目
覚
め
さ
せ
る
二
つ
の
武
器
と
し
て
の
雑
誌
」
は
、

マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
出
身
者
に
よ
る
二
つ
の
雑
誌
を
例
に
取
り
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
植
民
地
出
身
者
の
活
動
を
概
観
す
る
。

ポ
ー
レ
ッ
ト
・
ナ
ル
ダ
ル
ら
に
よ
る
『
黒
人
世
界
評
論
』
は
、
黒
人
の
作
家
、
音
楽
家
、
詩
人
、
学
生
、
政
治
家
、
哲
学
者
、
芸
術

家
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
黒
人
意
識
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
雑
誌
で
あ
る
。『
正
当
防
衛
』
は
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ

ク
県
議
会
の
奨
学
金
を
得
て
渡
仏
し
た
ル
ネ
・
メ
ニ
ル
、
ジ
ュ
ー
ル
・
モ
ヌ
ロ
、
テ
リ
ュ
ス
・
レ
ロ
、
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
レ
ロ
、
オ

ー
ギ
ュ
ス
ト
・
レ
ロ
ら
に
よ
る
も
の
。
彼
ら
の
活
動
が
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
を
準
備
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

中
村
隆
之
「
人
種
主
義
と
帝
国
主
義
に
抗
し
て
―
―
ナ
ン
シ
ー
・
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
『
ニ
グ
ロ
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』（
一
九
三
四

年
）」
は
、
英
国
出
身
で
パ
リ
を
拠
点
に
活
動
し
た
ナ
ン
シ
ー
・
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
政
治
的
・
文
化
的
仕
事
を
通
し
て
、「
黒
人
表
象
」

の
展
開
を
考
察
す
る
。
当
時
の
「
黒
人
問
題
」
の
歴
史
的
文
脈
を
再
構
成
し
な
が
ら
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
が
一
九
三
四
年
に
出
版
し
た
大

著
『
ニ
グ
ロ
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』
の
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
分
析
し
つ
つ
、
そ
の
独
自
性
を
剔
出
し
て
い
る
。

大
久
保
恭
子
「
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
と
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ム
の
変
容
」
は
植
民
地
と
美
術
の
関
係
を
巨
匠
マ
テ
ィ
ス
の
例
を
と

お
し
て
解
明
す
る
。
穏
や
か
な
自
然
主
義
的
様
式
に
シ
フ
ト
し
て
国
家
か
ら
フ
ラ
ン
ス
的
な
画
家
と
し
て
の
承
認
を
得
た
マ
テ
ィ
ス

の
作
品
を
、
ア
ー
ル
・
ネ
ー
グ
ル
の
「
発
見
」
に
始
ま
る
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ム
の
大
戦
間
期
の
展
開
と
変
容
の
視
点
か
ら
見
る
と

き
、
そ
こ
に
植
民
地
の
訓
致
が
読
み
と
れ
る
と
い
う
。
論
者
は
こ
の
点
を
当
時
の
社
会
状
況
を
参
照
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
作
品
を

分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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美
術
と
文
学
の
女
性
た
ち

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
美
術
や
文
学
の
分
野
で
活
躍
し
た
女
性
た
ち
や
、
戦
争
と
関
係
し
た
文
学
作
品
に
お
け
る
女
性
像
に
関

す
る
論
考
四
本
を
収
め
た
。

永
井
敦
子
「
一
九
三
〇
年
代
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
ク
ロ
ー
ド
・
カ
ー
ア
ン
の
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
」
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

を
先
駆
的
に
問
う
た
特
異
な
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
で
知
ら
れ
る
女
性
芸
術
家
カ
ー
ア
ン
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
と
の

関
わ
り
を
扱
う
。「
革
命
的
作
家
芸
術
家
協
会
」
や
「
コ
ン
ト
ル
゠
ア
タ
ッ
ク
」
に
参
加
す
る
か
た
わ
ら
、
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
で
の

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
に
も
参
加
し
た
カ
ー
ア
ン
の
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
の
動
機
と
活
動
形
態
が
つ
ぶ
さ
に
分
析
さ
れ
る
。

澤
田
直
「
女
性
写
真
家
と
作
家
た
ち
―
―
ジ
ゼ
ル
・
フ
ロ
イ
ン
ト
を
中
心
に
」
は
、
当
時
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
作
家
を
撮
影

し
た
ド
イ
ツ
人
女
性
写
真
家
ジ
ゼ
ル
・
フ
ロ
イ
ン
ト
を
取
り
上
げ
る
。
彼
女
の
カ
ラ
ー
写
真
に
よ
る
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
概
観
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
文
壇
の
裏
側
に
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
あ
ぶ
り
出
す
と
と
も
に
、
ア
ド
リ
エ
ン
ヌ
・
モ
ニ
エ
、
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ビ
ー
チ
、

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
な
ど
と
の
交
流
も
提
示
す
る
。

ジ
ゼ
ル
・
サ
ピ
ロ
「
戦
時
下
に
お
け
る
看
護
婦
、
炊
事
婦
、
女
性
戦
闘
員
の
文
学
表
象
―
―
デ
ュ
ア
メ
ル
、
セ
リ
ー
ヌ
か
ら
エ
ル

ザ
・
ト
リ
オ
レ
ま
で
」
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
女
性
表
象
が
変
化
す
る
過
程
を
三
つ
の
小
説
作
品
の
分
析
を
通
し
て
行
う
。
当
時
の
一

般
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
区
分
に
よ
れ
ば
、
男
性
に
は
権
力
、
生
産
性
、
行
動
、
勇
敢
さ
、
英ヒ
ロ
イ
ズ
ム

雄
主
義
を
担
う
こ
と
が
、
女
性
に
は
再
生

産
＝
生
殖
、
看
護
、
憐
憫
、
男
性
の
性
的
欲
求
を
満
た
す
こ
と
が
割
り
振
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
男
性
が
負
傷

し
、
男
性
性
を
失
う
こ
と
で
、
支
配
関
係
の
逆
転
が
時
に
生
じ
、
新
た
な
女
性
像
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

小
川
美
登
里
「
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
に
お
け
る
想
起
、
記
憶
喪
失
、
そ
し
て
忘
却
」
は
、
一
九
一
四
年
に
仏
領
イ
ン
ド
シ

ナ
で
生
ま
れ
、
十
九
歳
で
祖
国
に
来
た
デ
ュ
ラ
ス
の
例
を
取
り
上
げ
、
女
性
、
戦
争
、
記
憶
、
生
き
残
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
の



15  　序　両大戦間期フランスの表象／澤田直

テ
ー
マ
を
、『
苦
悩
』、『
か
く
も
長
き
不
在
』、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
モ
ナ
ム
ー
ル
』（
小
説
と
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
）
を
通
し
て
解
析
。
戦
争

が
不
可
避
的
に
引
き
起
こ
す
記
憶
と
の
困
難
な
関
係
の
問
題
を
、
デ
ュ
ラ
ス
が
生
き
証
人
の
傷
を
通
し
た
「
語
り
得
な
い
も
の
」
と

し
て
事
後
的
に
描
い
た
こ
と
の
意
味
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

イ
メ
ー
ジ
の
戦
い

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
映
画
を
中
心
に
女
性
、
戦
争
、
植
民
地
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
、
描
か
れ
た
の
か
を
扱
う

論
考
四
本
を
収
め
た
。

ロ
ラ
ン
・
ヴ
ェ
レ
ー
「
一
九
三
〇
年
代
末
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
に
お
け
る
第
一
次
大
戦
―
―
女
性
表
象
の
映
画
的
特
徴
と
社
会
的
問

題
」
で
は
、
レ
ー
モ
ン
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
監
督
『
フ
ラ
ン
ス
に
奉
仕
す
る
マ
ル
ト
・
リ
シ
ャ
ー
ル
』（
一
九
三
七
年
）、
ジ
ャ
ン
・
ル
ノ

ワ
ー
ル
監
督
『
大
い
な
る
幻
影
』（
一
九
三
七
年
）、
ア
ベ
ル
・
ガ
ン
ス
監
督
『
失
わ
れ
た
楽
園
』（
一
九
三
九
年
）
が
俎
上
に
載
せ

ら
れ
、
女
性
登
場
人
物
と
、
そ
れ
を
演
じ
る
女
優
た
ち
の
演
技
の
分
析
を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
知
覚
的

記
憶
の
新
た
な
解
釈
を
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
な
ぜ
提
起
し
た
の
か
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。

本
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
日
本
と
も
関
わ
ら
せ
る
こ
と
で
よ
り
立
体
的
に
考
察
す
る
論
文
も
収
録
し
て
い
る
。

大
久
保
清
朗
の
「
ア
ノ
ニ
ム
な
美
徳
―
―
ア
ン
ド
レ
・
バ
ザ
ン
の
日
本
映
画
評
を
通
し
て
見
出
さ
れ
る
「
天ジ
エ
ニ
ー才

」
の
概
念
」
は
、
一

九
五
二
年
の
『
羅
生
門
』
評
か
ら
亡
く
な
る
一
九
五
八
年
ま
で
日
本
映
画
の
「
独
特
の
特
質
」
を
積
極
的
に
評
価
し
て
き
た
映
画
評

論
家
ア
ン
ド
レ
・
バ
ザ
ン
を
取
り
上
げ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
「
ネ
オ
レ
ア
リ
ズ
モ
」
と
の
共
通
性
を
見
出
す
同
時
代
の
批
評
や
ト
リ
ュ

フ
ォ
ー
の
「
作
家
主
義
」
と
は
距
離
を
取
っ
た
バ
ザ
ン
の
日
本
映
画
解
釈
を
通
し
て
、
日
本
映
画
の
戦
争
表
象
が
フ
ラ
ン
ス
で
ど
の

よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
が
検
討
さ
れ
る
。

木
下
千
花
の
「
水
木
洋
子
の
イ
ン
ド
シ
ナ
―
―『
浮
雲
』（
一
九
五
五
年
）
再
考
」
は
、
日
本
映
画
第
二
の
黄
金
時
代
の
名
作
、
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成
瀬
巳
喜
男
監
督
の
『
浮
雲
』
を
取
り
上
げ
、
林
芙
美
子
の
原
作
と
の
関
係
な
ど
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
の
作
品
を
、
脚
本
家
・

水
木
洋
子
を
通
し
て
捉
え
直
す
。
第
二
次
大
戦
下
の
日
本
の
植
民
地
・
占
領
地
に
お
け
る
女
性
知
識
人
と
い
う
視
点
か
ら
、
植
民
地

的
状
況
に
お
け
る
権
力
関
係
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
さ
ら
に
は
映
画
に
お
け
る
「
脚
本
」
の
役
割
が
論
じ
ら
れ
る
。

掉
尾
を
飾
る
の
は
、
映
画
に
お
け
る
軍
服
の
役
割
を
分
析
し
た
野
崎
歓
「
戦
争
に
あ
ら
が
う
フ
ラ
ン
ス
映
画
―
―
軍
服
の
表
象
を

め
ぐ
っ
て
」。
通
常
、
軍
服
は
「
敵
」
と
「
味
方
」
の
識
別
の
根
本
要
素
で
あ
り
、
愛
国
主
義
を
鼓
舞
す
る
要
素
と
し
て
機
能
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
ジ
ャ
ン
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
マ
ル
セ
ル
・
カ
ル
ネ
、
ジ
ャ
ン
゠
ピ
エ
ー
ル
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
作
品
で
は
、
軍
服
は
そ
の
よ

う
な
ク
リ
シ
ェ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
仕
方
で
扱
わ
れ
る
。
そ
こ
に
フ
ラ
ン
ス
映
画
に
底
流
す
る
戦
争
に
あ
ら
が
う
態
度
が
見
て
取

れ
る
と
著
者
は
考
察
す
る
。

以
上
の
十
一
本
の
論
考
を
通
し
て
、
こ
の
時
代
の
女
性
、
戦
争
、
植
民
地
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
な
り
と
も
新
た
な
知
見
を
も
た
ら

す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
発
表
者
一
同
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
に
は
戦
争
と
反
戦
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。
詳
細

は
巻
末
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

＊

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
の
段
階
か
ら
出
版
に
い
た
る
ま
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
や
団
体
は
数
多
い
。

と
り
わ
け
、
公
益
財
団
法
人
石
橋
財
団
の
寛
大
な
助
成
な
く
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
研
究
者
の
招
聘
は
も
と
よ
り
、
本
書
の

刊
行
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
満
腔
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

公
益
財
団
法
人
日
仏
会
館
の
中
地
義
和
副
理
事
長
に
は
企
画
の
段
階
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
事
務
局
に
は
運
営
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に
関
し
て
入
念
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。
日
仏
会
館
・
フ
ラ
ン
ス
日
本
研
究
所
の
ト
マ
・
ガ
ル
サ
ン
所
長
か
ら
も
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
。
関
係
者
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

共
同
企
画
者
で
あ
る
野
崎
歓
さ
ん
に
も
こ
の
場
を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま
す
。
野
崎
氏
の
文
学
と
映
画
に
関
す
る
幅
広
い

知
見
の
お
か
げ
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
構
成
に
は
厚
み
が
出
ま
し
た
。

末
筆
に
な
る
が
、
企
画
の
段
階
か
ら
校
正
に
い
た
る
ま
で
、
た
い
へ
ん
細
や
か
な
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
水
声
社
の
廣
瀬
覚
氏

と
福
井
有
人
氏
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
み
な
さ
ま
、
両
大
戦
間
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
注
】

（
1
） 

C
am

ille M
orineau et Lucia Pesapane (dirs.), Pionnières. Artistes dans le Paris des années folles , sous la direction de C

am
ille M

orineau et 
Lucia Pesapane / M

usée du Luxem
bourg, 2022.

（
2
） 

A
lix A

gret et D
om

inique Païni (dirs.), Surréalism
e au fém

inin? , In Fine éditions d’art / M
usée de M

ontm
artre, 2023.

（
3
） 

C
hristian B

ouqueret, Les fem
m

es photographes de la nouvelle vision en France 1920-1940 , M
arval, 1998.

（
4
） 

黒
人
彫
刻
に
深
い
関
心
と
共
感
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
示
し
た
カ
ン
コ
ー
の
女
性
像
《
フ
ー
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
》
は
話
題
と
な
り
、
雑
誌
『
イ
リ
ュ
ス

ト
ラ
シ
オ
ン
』
の
表
紙
を
飾
る
ま
で
に
な
っ
た
（
ち
な
み
に
彼
女
の
母
の
テ
レ
ー
ズ
・
カ
イ
ヨ
ー
゠
カ
ン
コ
ー
は
、
ロ
ダ
ン
の
も
と
で
カ
ミ
ー
ユ
・
ク

ロ
ー
デ
ル
と
と
も
に
学
ん
だ
彫
刻
家
だ
っ
た
）。
ア
ン
ナ
・
カ
ン
コ
ー
は
三
十
四
歳
の
と
き
ロ
ー
マ
大
賞
の
次
席
を
得
た
が
、
ロ
ー
マ
に
行
く
代
わ
り
に

西
フ
ラ
ン
ス
に
向
か
う
と
い
う
選
択
を
す
る
ほ
ど
ア
フ
リ
カ
に
の
め
り
込
ん
だ
。
以
下
の
資
料
を
参
照
。M

arie-Josèphe C
onchon, Thérèse et Anna 
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Q
uinquaud, La sculpture en partage , Les A

rdents Editeurs, 2022. 

味
岡
京
子
「
女
性
彫
刻
家
ア
ン
ナ
・
カ
ン
コ
ー
に
よ
る
植
民
地
表
象
―
―
女
性
・

帝
国
・
美
術
」、
天
野
知
香
編
『
西
洋
近
代
の
都
市
と
芸
術
　
第
３
巻
　
パ
リ
Ⅱ
―
―
近
代
の
相
克
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
四
―
三
二
六
頁
。

（
5
） 

マ
リ
ー
゠
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
ブ
ヤ
ー
ル
゠
ド
ゥ
ヴ
ェ
は
一
九
二
二
年
の
マ
ル
セ
イ
ユ
の
植
民
地
博
覧
会
の
際
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
役
者
や
ダ
ン

サ
ー
の
姿
を
想
像
で
描
い
た
作
品
を
展
示
し
た
。
そ
の
後
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
し
た
作
品
が
一
九
三
一
年

の
植
民
地
博
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
。
パ
ス
テ
ル
画
や
グ
ア
ッ
シ
ュ
、
さ
ら
に
リ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
人
た
ち
を
活
写
し
て
い
る
。

（
6
） 

Les fem
m

es artistes d’Europe exposent au Jeu de paum
e , M

usée du Jeu de Paum
e, février 1937.

（
7
） 

コ
レ
ッ
ト
が
一
九
二
〇
年
に
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
社
会
的
な
認
知
と
も
言
え
る
。

（
8
） 

シ
ャ
ネ
ル
や
ジ
ャ
ン
・
パ
ト
ゥ
ー
な
ど
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
こ
の
現
象
に
寄
与
す
る
部
分
も
大
き
い
。
同
性
愛
の
テ
ー
マ
は
、
す
で
に
プ
ル
ー
ス

ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
で
も
描
か
れ
て
い
た
。

（
9
） 

そ
の
書
籍
化
は
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
ド
レ
ア
・
ワ
イ
ス
『
パ
リ
は
女
―
―
セ
ー
ヌ
左
岸
の
肖
像
』
伊
藤
明
子
訳
、
パ
ン
ド
ラ
／
現
代
書
館
、

一
九
九
八
年
。

（
10
） 

平
野
千
果
子
『
ア
フ
リ
カ
を
活
用
す
る
―
―
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
か
ら
み
た
第
一
次
世
界
大
戦
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
四
年
。

（
11
） 

谷
垣
美
有
「
植
民
地
の
軍
事
利
用
―
―
第
一
次
世
界
大
戦
期
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
連
邦
に
お
け
る
援
助
と
見
返
り
」、『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ

ー
』
第
一
七
号
、
大
阪
大
学
西
洋
史
学
会
、
二
〇
二
〇
年
、
二
五
―
四
一
頁
。

（
12
） 

R
afaël C

onfiant, Le bal de la rue Blom
et , M

ercure de France, 2023.

（
13
） 

マ
ラ
ン
と
そ
の
小
説
に
つ
い
て
は
、
砂
野
幸
稔
「
黒
人
文
学
の
誕
生
―
―
ル
ネ･

マ
ラ
ン
『
バ
ト
ゥ
ア
ラ
』
の
位
置
」、『
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス

文
学
研
究
』
第
六
三
巻
、
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
、
一
九
九
三
年
、
六
九
―
八
一
頁
に
詳
し
い
。


